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厚
生
労
働
事
務
次
官
就
任
後
、
年
金
記

録
問
題
、
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
な
ど
の
対
応
に
忙

殺
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
矢
崎
剛
会
計
課
長
が

「
庁
舎
整
備
の
予
算
が
少
し
余
る
。
活
用
を

相
談
し
た
い
」と
や
っ
て
き
た
。「
５
つ
ほ
ど
提

案
し
て
く
れ
」と
指
示
し
た
ら
、
そ
の
一
つ
に

「
講
堂
に
ラ
ン
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
」と
い
う
案

が
あ
っ
た
。
私
は
総
理
官
邸
勤
務
の
と
き
に
、

新
官
邸
の
地
下
室
に
強
化
さ
れ
た
危
機
管
理

室
を
見
て
い
る
。
大
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

と
き
に
厚
労
省
に
も
別
格
の
危
機
管
理
体
制

が
必
要
に
な
る
と
考
え
、
ラ
ン
ケ
ー
ブ
ル
を

採
用
し
た
。
有
事
の
際
に
講
堂
で
１
０
０
人

超
体
制
で
の
対
応
が
可
能
に
な
る
。

２
０
０
９
年
４
月
下
旬
、W
H
O
か
ら「
メ

キ
シ
コ
で
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
→
ヒ
ト

感
染
が
起
こ
り
、
致
死
率
が
高
い
」等
の
情
報

が
入
っ
て
き
た
。
厚
労
省
の
会
議
室
に
対
策

本
部
を
設
置
し
、
ま
ず
は
都
道
府
県
へ
の
情

報
提
供
等
対
応
に
当
た
っ
た
。

４
月
28
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
フ
ェ
ー
ズ
４
宣
言
、

30
日
に
は
フ
ェ
ー
ズ
５
と
引
き
上
げ
ら
れ
、
政

府
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設

置
し
、
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。
５
月
９
日
に
検
疫
で
感
染
者
が
見
つ
か

り
、
16
日
に
は
兵
庫
県
で
高
校
生
の
集
団
感

染
が
起
き
た
。
渡
航
歴
の
な
い
人
の
感
染
で

あ
り
、
国
内
感
染
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

対
策
本
部
を
講
堂
に
移
し
、
１
０
０
人
超

の
体
制
を
組
ん
だ
。
実
態
把
握
と
医
療
の
確

保
を
中
心
に
全
都
道
府
県
と
の
連
絡
体
制
を

つ
く
り
、
で
き
る
だ
け
頻
度
の
高
い
マ
ス
コ
ミ

対
応
、
官
邸
と
の
連
絡
体
制
、
専
門
家
会
議

と
の
連
携
な
ど
、
分
担
し
て
対
応
に
当
た
っ

た
。
感
染
都
道
府
県
が
毎
日
の
よ
う
に
増
え
、

国
会
対
応
も
あ
り
、
緊
張
感
の
高
い
期
間
が

続
い
た
。
広
報
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
留
意
し
、
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
が

記
者
会
見
で
発
表
し
、
事
務
局
も
定
例
的
に

広
報
対
応
し
た
。

一
方
で
、
タ
ミ
フ
ル
と
い
う
薬
が
効
く
と

か
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
夏
場

は
感
染
力
が
弱
り
そ
う
だ
と
か
、
さ
ら
に
は

当
初
の
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
情
報
が
不
正
確
で
致

死
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
か
、
あ
り
が

た
い
情
報
も
入
っ
て
き
た
。

そ
の
夏
、
少
し
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
私

は
退
官
し
た
が
、
秋
に
再
度
感
染
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
そ
の
後
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
率
は
他
国
に

比
較
し
て
相
当
低
く
、
国
民
の
協
力
と
医
療

現
場
の
方
々
の
努
力
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い

る
。こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
２
年
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
が
制

定
さ
れ
た
。
こ
の
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
に

対
し
こ
の
特
別
措
置
法
が
適
用
さ
れ
、
あ
の

講
堂
が
厚
労
省
の
対
策
本
部
と
な
っ
た
。
流

行
当
初
は
、
検
査
方
法
の
開
発
・
承
認
・
供
給

が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
次
い
で
、
ワ
ク
チ

ン
・
医
薬
品
の
開
発
が
強
く
求
め
ら
れ
た
。
感

染
症
指
定
医
療
機
関
の
機
能
の
発
揮
、
医
療

機
関
の
協
力
、
流
行
制
御
の
た
め
の
感
染
症

数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
予
測
、
マ
ス
コ
ミ
の
協

力
、
国
民
の
的
確
な
対
応
等
、
総
合
的
に
は

的
確
に
対
応
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
新
し
い

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
治
療
薬
の
登
場
に
よ
っ

て
、
長
い
戦
い
も
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
。

私
が
理
事
長
を
務
め
る
医
療
科
学
研
究
所

は
、
こ
れ
ま
で
三
度
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
①
２
０
２
０
年
９
月
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
―
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
秋
冬
に

備
え
る
―
」の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
座
長
：
尾
身

茂
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科

会
長
。
感
染
初
期
段
階
に
お
け
る
、
国
、
自

治
体
、
医
師
、
研
究
者
、
製
薬
企
業
の
取

組
）。
②
機
関
誌「
医
療
と
社
会
」（
２
０
２
２

年
４
月
発
行
）の
特
集「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
：
対
策
の
課
題
と
今
後
の
展
望
」

（
責
任
編
者
：
岡
部
信
彦
川
崎
市
健
康
安
全

研
究
所
所
長
、
武
藤
香
織
東
京
大
学
医
科
学

研
究
所
教
授
。
国
、
自
治
体
、
医
師
・
研
究

者
、
数
理
モ
デ
ル
研
究
者
、
マ
ス
コ
ミ
等
８

人
の
論
文
）。
③
自
主
研
究「
健
康
危
機
管
理

に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
：
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19

か
ら
の
教
訓
」（
城
山
英
明
東
京
大
学
教
授
を

中
心
と
す
る
チ
ー
ム
。
国
や
自
治
体
の
担
当

者
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
基
に
実
証
的
な
研

究
報
告
と
政
策
提
言
）と
い
う
研
究
レ
ポ
ー
ト

（
２
０
２
４
年
３
月
）。
い
ず
れ
も
当
研
究
所

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。
多
く
の
関
係
の

方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
対
応

公
益
財
団
法
人　

医
療
科
学
研
究
所

理
事
長　

江
利
川　

毅

プロフィール

14No.643


